関西現代音楽交流協会（ＫＭＭA）
第45回現代音楽作品の夕べ
2013年5月18日（土）16:30　開演（16:00開場）トントレフ・ヒコ
主催：関西現代音楽交流協会(KMMA)　後援：大阪音楽大学　大阪音楽大学同窓会≪幸楽会≫　大阪成蹊大学　大阪成蹊短期大学　京都教育大学音楽科　日本女性作曲家連盟　
協力：トントレフ・ヒコ
ご挨拶
本日は“第45回現代音楽作品の夕べ”にお運び頂きましてありがとうございます。
関西現代音楽交流協会は1986年に設立され、これまで毎年２回春・秋に演奏会を開催して参りました。これまでの27年間の活動は必ずしも常に順調であったというわけではありません。2001年からの4年間は、出演希望者が少ないため演奏会を開催することができず、2005年には会員数が31名にまで減少していました。その後組織を改編し運営方法を簡明にしたことなどにより、活発な演奏会が行われるようになるとともに漸次会員が増え、現在の会員数は8年前の2倍余りの85名（2013年4月現在）となっております。
今回の演奏会では8名の演奏会員によって、7名の作曲会員の作品、そして現代の名曲が演奏されます。いずれの作品・演奏も会員各々の音楽的世界を表現するとともに、多くの方が喜んで聴いてくださることを目指しています。終演予定は19：00となっており、一回の演奏会にしてはやや長時間になってしまうことが気掛かりです。それでも最後まで皆さま方に楽しんで頂けることを、出品・出演者一同心から願っております。
私たちの協会では創作・演奏活動が、今後ますます充実したものになるよう、全ての会員がそれぞれの立場でより一層の努力をする所存でおります。これからも皆さま方のご支援とご協力の程よろしくお願い致します。 

最後になりましたが、本日の演奏会にお越し頂きました皆さま方の益々のご健勝とご活躍をお祈りしております。 

関西現代音楽交流協会委員長
大澤 弘之
プログラム

青島　広志　作曲
枕草子～ソプラノとフルートの為の～　詞；清少納言
　１．笛は横笛　２．せめて　うつくしきもの　３．心　ときめきするもの

ソプラノ：片山賀子　フルート：大升良美　
近藤　浩平　作曲
　アトリエの古い画帳
　　ピアノ：大山由紀子

内藤　正彦  作曲
百人一首による歌とヴォカリーゼ
ソプラノ：吉田憲子　ピアノ：堀田久美

武満　徹　作曲

遮られない休息～滝口修造の詩による～
　　ピアノ：園田文子
大澤　弘之　作曲

立川しおりの詩による２つの歌曲「雪割り草」「嫁ぐ日」　
岡田　正昭　作曲

　「ひかりあそび」より「陽光」　作詞：岩原陽子

　　ソプラノ：吉田憲子　ピアノ：堀田久美

＝休憩＝
岡田　正昭　作曲
Six steps for pianoforte

　  ピアノ：堀田久美
三善 有希乃　作曲

希望に満ちた星　for 2 Trombones and Piano (改訂初演)

　　トロンボーン：福原誠也　バス・トロンボーン：永田正彰　ピアノ：三善有希乃
永田　孝信　作曲
　サウンドスケープ・ソナタ～独奏ピアノによる～
　　ピアノ：土井緑
演奏会終了後、小レセプションがございます。
曲目解説　／　プロフィール
作曲：青島 広志　AOSHIMA  Hiroshi
枕草子～ソプラノとフルートの為の～　詞；清少納言

　１．笛は横笛　２．せめて　うつくしきもの　３．心　ときめきするもの

(作曲者解説より)
ソプラノとフルートという組み合わせは、古くはアリアや名人芸歌曲のカデンツァ部分に好んで作りつけられ、近代ではラヴェル「子供の呪文」のお姫様の章、現代ではシェーンベルク「月に憑かれたピエロ」（語りとフルート）ブーレーズ「ル・マルトー・サン・メートル」（アルトとアルト・フルート）などの例が見られるが、わが国では林　光先生の「絵本」（谷川俊太郎詩）からの３章がその独自な例として知られるのみである。
この曲では、フルートはソプラノの発する言葉や旋律に喚起されて、様々な描写をおこなうが、それは自然界の描写でもあり、ときに内面の描写にもかたむく。
(演奏者より)
今回のような、ソプラノとフルートという編成の曲を演奏するのは私にとって初めてでした。この曲を二人で練習していくうちに、声と笛というシンプルな(自然な)組み合わせだからこそ枕草子の世界がより表現できるのではと思うようになりました。フルートで演奏するわけですが、決して「西洋」を感じさせないで「和」を表し、平安時代にタイムスリップしたような感覚を伝える事が出来たらと思います。(大升)

歌曲を演奏するときには、詩をを大切にして聞いてくださる方に言葉と詩の内容が伝わるようにと心がけています。ですが今回のテキストは枕草子、普段話し言葉ではなく 古文で書かれています。語り口調の部分では特に 平安時代の位の高い人の少し気取って話す語調感じていただけるように言葉の発し方を工夫しています。メロディは西洋的なところ 日本的なところとも織り混ざり 子守唄や越殿楽のようなフレーズも聞こえてきます。曲の面白みを感じていただけたら幸いです。（片山）
(現代語訳)
笛は横笛がとても趣がある。遠くから聞こえるのがだんだん近くなってくるのもおもしろい。近かったのが遠くになってほんのかすかに聞こえるのもとてもおもしろい。車での外出でも、徒歩であっても、馬の上でも、どんな時にも懐に差し入れて持っていてもちっとも目立たず、これほど洒落たものはない。まして、よく知っている曲などを吹くことは、なんともすばらしい。
かわいらしいもの。瓜に描いた子供の顔。スズメの子がチュチュと跳ねてくる様子。二つか三つの子供が急いで這ってくる途中に、ほんのちいさなゴミがあったのをめざとく見つけてふっくらと小さな指でつまんで大人などに見せているしぐさ。
それほど大きくない公卿の子息が美しい衣装を着せられて歩く姿。きれいな赤ん坊が
ちょっと抱いてあやしているうちに抱きついて寝てしまったようす。
人形あそびの道具。蓮の浮葉のとても小さなのを池の中から取り上げたもの。葵のたいそう小さいもの。なにもかもちいさいものはみんな、かわいらしい。
胸のﾄﾞｷﾄﾞｷするもの。ｽｽﾞﾒの子を飼うこと。赤ん坊を遊ばせているところの前を通る。上等の香をたいて一人横になっているとき。舶来の鏡が少し曇ったのを覗き込んだとき。
身分の高そうな男が牛車を止めて、供の者に何か尋ねさせているとき。
髪を洗い、お化粧をして香をよく薫きえで染み込ませた着物などを着たとき。別に見る人もないところでも心の中ははずんでとてもすてきだ。待っている男のある夜、雨の音、風が吹きがたがた音がするのも、はっと胸が騒ぐ。
＜ソプラノ：片山 賀子 (かたやま　のりこ)＞
大阪教育大学卒業。尚美学園ディプロマコース修了。修了時に特別奨励賞を受賞。
日本歌曲、ドイツ歌曲、フランス歌曲の演奏にて多くのコンサートに出演。オペラでは「コシ・ファン・トゥッテ」のデスピーナ、「メリー・ウィドウ」のシルビアーヌなどのコミカルな役を演じ好評を得た。また、新作歌曲や音楽劇の初演でも活躍。その様子はFM・HIにて紹介された。関西現代音楽交流協会、EIの会各会員。静岡県焼津市出身。
＜フルート：大升 良美（おおます　よしみ）＞ 

愛知県立芸術大学音楽学部器楽科卒業。近年現代音楽の分野に力を注いでおり、2009 年高昌帥「フルートのための断章」、田中邦彦「気紛れな涼風～フルートとピアノのために～」、2012 年宇野文夫「無伴奏フルートのための音楽」、高 昌帥「ノクターン- アルト・フルートとピアノのための-」を初演。2009 年第二回jfos フルートアンサンブルコンクールに於いて優秀賞受賞。平成23 年度関西現代音楽交流協会演奏賞受賞。'12 年7 月、ワルシャワフィル・コンサートマスターズと共演。ランコントルフルートカルテット、ウィンドオーケストラエスペランサ各メンバー。ESA 音楽学院、奈良県立高円高等学校非常勤講師。関西現代音楽交流協会役員。

作曲：近藤　浩平　KONDO  Kohei
　アトリエの古い画帳　作品89　
第１曲：教会の尖塔　
第２曲：ワルツの余韻　
第３曲：夜の騎行　
第４曲：シエラネバダの雪　
第５曲：海と断崖の風景　
第６曲：湖のある風景
ロマン派の性格的な小品集のようなものを書いてみたいと思った。ロシアか東欧の宗教音楽、あるいはラフマニノフの鐘のような和音を思い起こさせる第１曲、ヨアヒム・ラフの交響曲第５番「レノーレ」のような夜の疾走の音楽やスクリアビン的なピアノの扱いを思わせる第３曲、グラナドス的な第４曲、アイルランド的あるいはイギリス近代的な語法が潜む第５曲など、様々な過去の音楽への参照も発見できて楽しめるはずだ。２００７年９月１５日、神戸北野のアコースティック・ライブ　クレオールにおける『それぞれのピアノ　それぞれの作曲』にて園田文子氏のピアノ独奏により初演。PTNAから楽譜が出版されている。
＜作曲：近藤 浩平（こんどう　こうへい）＞

関西学院大学文学部美学科にて音楽学を学ぶ。作曲は独学。2010年ベルリン・ドイツ・オペラ《Klang der Welt Ostasien(世界の音・東アジア)》作曲コンクール第２位(室内楽)。2006年、ピアノ協奏曲が福村麻矢氏の独奏、パオロ・フェラーラ氏指揮の関西フィルにより初演。2012年、弦楽オーケストラ曲「地平線と太陽」がノースダコタ大学室内オーケストラにより初演。2013年、ギター協奏曲「旅するギター」が山田岳氏の独奏、松尾祐孝氏指揮のJSCMユースチェンバーオーケストラにより初演。東日本大震災の追悼作品《海辺の祈り～震災と原子炉の犠牲者への追悼》は、ヴロツワフ歌劇場における国際ワーグナー協会総会など国内外で頻繁に演奏されている。左手の為のピアノ曲は智内威雄氏、舘野泉氏のレパートリーとして演奏機会が多い。野村誠氏の委嘱による鍵盤ハーモニカの為の作品などもある。日本作曲家協議会会員、日本現代音楽協会会員。兵庫県宝塚市在住。山や自然に関わる作品が多い。Webサイトで楽譜PDFを公開している。http://koheikondo.com
＜ピアノ：大山　由紀子（おおやま　ゆきこ）＞ 

京都市在住。兵庫県立姫路西高等学校卒業、相愛大学音楽学部ピアノ専攻卒業。関西歌劇団、大阪フィルハーモニー合唱団などの練習ピアニストを務める一方、フランスなどの夏期講習にてソロの研鑽を積み、オールショパンプログラムによるリサイタルやデュオとソロのコンサートなど多数。聖母女学院短期大学非常勤講師を経て和歌山にてラジオのクラシック番組の企画、制作に携わる。2010年京都市社会福祉協議会より表彰される。近年、オペラ、歌曲、合唱の伴奏者として活動を再開。これまでにピアノを徳末悦子、弘中孝、遠藤郁子、阿部裕之の各氏に師事。関西現代音楽交流協会演奏会員　京都フランス歌曲協会会員
作曲：内藤　正彦  NAITO  Masahiko
百人一首による歌とヴォカリーゼ
百人一首の中でも比較的な有名な河原左大臣の歌にメロディを付け、そこから発展したヴォカリーゼで楽曲を構成しました。エオリア調で書かれた旋律の、どこかオリエンタルでアルカイックな雰囲気を感じて頂ければ幸いです。
＜作曲：内藤　正彦（ないとう　まさひこ）＞ 

大阪音楽大学短期大学部専攻科作曲専攻卒業。作曲を田中邦彦、景山伸夫、藤島昌壽氏に師事。平成二十二年度関西現代音楽交流協会作曲賞受賞。関西現代音楽交流協会会員。

＜ソプラノ：吉田 憲子 (よしだ　のりこ)＞
大阪音楽大学音楽学部声楽学科卒業。第35回、第43回、第44回現代音楽作品の夕べ、TIAA全日本作曲家コンクール入賞者披露演奏会、その他、チャリティーコンサートや各種演奏会に多数、出演。
第12回長江杯国際音楽コンクール入選。
第12回万里の長城杯国際音楽コンクール奨励賞受賞。
福島慶子氏に師事。現在、関西現代音楽交流協会会員。
＜ピアノ：堀田 久美（ほりた　くみ）＞ 

大阪信愛女学院高等学校、大阪音楽大学ピアノ専攻卒業。好川富子、石井典子、福島久仁子、八田惇の各氏に師事。在学中よりピアノ指導を始め、導入期からのピアノ指導法、演奏法の研究に継続的に取り組んでいる。大学卒業と同時に守口市少年少女合唱団ピアノ伴奏者を務め、これまでにカナダ・アメリカ・オーストラリア公演の他、東京ディズニーランド・中四国・九州地方にいたるまで、国内外の多数の演奏会に出演。演奏活動としては、合唱・声楽・フルートなどの伴奏のほか、ソロおよびピアノアンサンブルを行っている。現在、自宅教室にてピアノ指導、大阪市民交流センターピアノ講座講師、大阪市生涯学習ルームコーラスピアノ伴奏者、(社)全日本ピアノ指導者協会大阪支部事業企画委員、関西現代音楽交流協会役員。大阪成蹊短期大学非常勤講師。

作曲：武満　徹　TAKEMITSU  Toru

遮られない休息～滝口修造の詩による～


　タイトルは滝口修造氏の詩集「妖精の距離」（1937年）に収められた同名の詩から取られている。詩の全文を紹介しておく。

　　 跡絶えない翅の
幼い蛾は夜の巨大な瓶の重さに堪えている
　　 かりそめの白い胸像は雪の記憶に凍えている
　　 風たちは痩せた小枝にとまって貧しい光に慣れている
　　 すべて
ことりともしない丘の上の球形の鏡

　 作曲は1952年から59年にかけて断続的に行われ、Ⅰ.「ゆっくりと悲しく、話しかけるように」、Ⅱ.「静かに残酷なひびきで」、Ⅲ.「愛のうた」の3曲からなる。
　Ⅰでは、曲中に出てくるいくつかの和音が複数のコードを含み、和声進行が多方向へと広がっていき時間の感覚が薄れていくまま次へと続いていく。　Ⅱでは、あるモチーフを音響素材として意図的に組み合わせ操作することにより、限りなく新しい音響を作り上げ音楽の動きに変容を与えている。　Ⅲは、Ⅱとは対照的にメロディーとハーモニーのラインが明確である。両者が調性的にかみ合わず進行する中で、様々な距離感が歪められながら漂っているようである。
　
＜ピアノ：園田 文子（そのだ　ふみこ）＞

ドイツ国立フライブルグ音楽大学、大学院を最優秀賞受賞をもって修了。国際芸術連盟最優秀新人賞、ライオンズクラブ高槻基金受賞、Music Center N.Y.国際ピアノコンク―ルに入賞。カーネギーホール、国際ダルムシュタット音楽祭セミナー、独・仏大使館後援現代音楽展への出演、びわこホ―ル、りゅ―とぴあ（新潟市芸術文化会館）での招聘演奏など幅広く活動中。渡邉康一郎、故ティボ―ル・ハザイ、アンドレイ・ラツシンスキの各氏に師事。日本演奏連盟、関西現代音楽交流協会、各会員。
作曲：大澤　弘之　OSAWA  Hiroyuki
立川しおりの詩による２つの歌曲「雪割り草」「嫁ぐ日」　作詞：立川 しほり
「嫁ぐ日」は「詩とメルヘン」（サンリオ社）1982年3月号に読者からの投稿詩として掲載されていたものです。大層気に入って歌曲にしたいと思いましたが、それは当時の私には到底できないことでした。ようやく付曲できたのは、初めて目にしてから25年も後のことでした。作曲後、詩人に連絡をとろうとネットで検索したり出版社に問い合わせたりしたのですが、どうしても行方はわかりませんでした。何とか探し出す方法はないかと思案しています。音による状況描写を意識して書きました。一組の男女が雪の中を歩く姿を思い描きながら聴いていただければと思います。「雪割り草」は立川しほりさんの当時の詩を探し、今回新たに付曲したものです。
（伴奏者より）

「雪割り草」
左手スタッカートにどのようにペダリングを施すか。曲のイメージを大きく左右する１つのポイントとして楽しく練習いたしました。演奏するたびにアーティキュレーションを変えて弾きたくなるところが一層楽しいです。

「嫁ぐ日」

伴奏の織り成す音楽が「嫁ぐ日」という物語を表情豊かに語ってくれます。雪、その雪の中を静かに歩く姿、物静かな二人。。。伴奏しているとその光景が浮かび、まるで絵を描いているような気持ちになります。

（堀田）

＜作曲：大澤 弘之（おおさわ　ひろゆき）＞　

大阪音楽大学大学院作曲専攻修了。1989～90年国際交流基金によりフライブルク、2002～03年文部科学省在外研修員としてベルリン、ローマにて研修。華頂女子高校音楽科、大阪音楽大学附属音楽学園非常勤講師などを経て、現在京都教育大学教授、大阪音楽大学非常勤講師。21世紀創作歌曲の会「まほろば」、茨木新作音楽展会員。
＜ソプラノ：吉田 憲子 (よしだ　のりこ)＞
前掲
＜ピアノ：堀田 久美（ほりた　くみ）＞ 

前掲

作曲：岡田 正昭  OKADA  Masaaki
　「ひかりあそび」より「陽光」　作詞：岩原陽子

太陽は天の川銀河の恒星の一つである。輝く太陽のエネルギーは1938年に水素の核融合反応が発見され、光のもととなった。太陽から8分後に地球上に届く陽光は全てのものに平等に舞い降りる。産まれたばかりの葉先にも、ショーウィンドウの前の水たまりにも、恋人の肩にもー詩は気鋭の岩原陽子さんです。
（伴奏者より）

「ひかりあそびより『陽光』」

キラキラと光を浴びたような元気な音で、

そして光溢れる水面をグリッサンドするように伴奏したいです。
（堀田）

＜作曲：岡田 正昭 （おかだ　まさあき）＞
大阪音楽大学大学院作曲専攻修了。平井康三郎、近藤圭両氏に師事。詩と音楽の会、日本作曲家協議会、東京国際芸術協会等 会員。音楽之友社より「岡田正昭歌曲集」出版他 合唱曲出版。三木露風賞、TIAA全日本作曲家コンクール、牧野由多可作曲コンクール等入賞。現在、大阪音楽大学作曲講師。
＜ソプラノ：吉田 憲子 (よしだ　のりこ)＞
前掲

＜ピアノ：堀田 久美（ほりた　くみ）＞ 

前褐

作曲：岡田 正昭  OKADA  Masaaki　　
Six steps for pianoforte
六段の調べをピアノで、いろいろ工夫しています。steps は段です。だんは「だんだん」です。漱石の「そこには、だんだん深い事情があるんだがねー」の副詞の使い方がふさわしいです。
（演奏者より）

「雅（みやび）」をピアノで表現してみます。華やかに、そして時に力強く、時に甘く。。。
演奏にあたりましては、琴の音色に近づけるよう、そして艶やかな日本舞踊の舞台をイメージしながら練習いたしました。（堀田）

＜作曲：岡田 正昭 （おかだ　まさあき）＞
前褐
＜ピアノ：堀田 久美（ほりた　くみ）＞ 

前褐

作曲：三善 有希乃　MIYOSHI  Yukino

希望に満ちた星　for 2 Trombones and Piano (改訂初演)
この曲は「星をめざして」という絵本よりインスパイアしました。
ほのぼのと温かみのある絵で、ある少年が生まれて物心ついた頃からの自分の進むべき道を迷いながら、でも希望の星に向かって歩いていく（人生の旅）物語です。

少年の様、心情をTb、BassTbで表し、展開部ではある音階や中心音の揺れ、そして３拍子で希望の音楽（星の声）が聞こえ、再現部ではその希望の星の輝きをピアノで表し、発展的にしました。
＜作曲、ピアノ：三善 有希乃（みよし　ゆきの）＞

神戸山手女子高等学校＜音楽科＞作曲専攻を経て、大阪音楽大学作曲学科卒業。

作曲を、中西覚、門田展弥、田中邦彦の各氏に師事。

ひょうご日本歌曲の会より「新しい日本の歌」１・２・３・４巻を出版。

主な作品に「三つの絵画交響曲」for トランペット＆打楽器＆ピアノなど他多数。

現在、新響楽器にてピアノ・エレクトーン・作曲を指導。YAMAHA　Jet講師。

関西現代音楽交流協会・ひょうご日本歌曲の会・日本女性作曲家連盟各会員。

＜トロンボーン：福原誠也（ふくはら　せいや？）＞
13歳よりトロンボーンを始める。現在は大阪音楽大学音楽学部器楽学科 トロンボーン専攻 4回生。響宴の他にもトロンボーンカルテットいなぼん、池田ジャズオーケストラ、ジャズトロンボーンカルテットGravitimeの各メンバー。クラシックだけでなくジャズやフュージョン、ロック等さまざまなジャンルを勉強中。トロンボーンを呉 信一に師事。
＜バス・トロンボーン：永田　正彰（ながた　まさあき）＞

大阪音楽大学器楽学科トロンボーン専攻卒業、これまでトロンボーンを宗清洋、清水敏也、バストロンボーンを西田幹、小西元司、篠崎卓美の各氏に師事。ドイツ人トロンボーン奏者のアルミン･ロジン氏のレッスンを受講。

声楽家 川井弘子氏にアレキサンダーテクニックを師事。

現在は大阪音楽大学の連携支援センターの職員として勤務しつつ、音楽教室のトロンボーンの講師、関西の中高生の吹奏楽の指導をしている。

演奏活動は大阪音大のJAZZ科の卒業生を中心に結成されたビッグバンド『Happy　Big　J』、子供たちに生の音楽をという思いから生まれた『七色音楽隊』ブラスクインテット『AKARI』の各メンバー。2013年2月にはフィリピンの子ども達にクラシックコンサートを届けるプロジェクトＵＵＵ（トリプルユー）の指揮者として参加し現地のオーケストラと共演やコンサートを開催し約6000人の子どもたちに生演奏を届けました。

これからもトロンボーンがもっともっとメジャーな楽器になるように活動していきたいです。

作曲：永田　孝信　NAGATA  Koshin
　サウンドスケープ・ソナタ～独奏ピアノによる～

　　
この曲は3つの個性的な楽章からできており、演奏時間は何れも3分程度です。

　第1楽章　Allegro giocoso（急速に、おどけて）

　第2楽章　Adagio affettuoso（ゆっくりと、優しい気持をこめて）

　第3楽章　Allegro con spirito（急速に、生き生きと）

　音楽的に親しみやすいことと、ピアノの響きの多様性、演奏の技巧性の3つの要素が互いに重なり合って、各楽章の印象が形作られるように配慮しました。演奏を快くお引き受け下さり、卓越した演奏をされるピアニストの土井 緑 氏に心より感謝します。

＜作曲：永田　孝信（ながた　こうしん）＞　

大阪音楽大学大学院作曲専攻修了、近藤 圭、田中邦彦、ルドルフ・ケルターボーンの各氏に師事。関西現代音楽交流協会会員。大阪音楽大学教授。

＜ピアノ：土井 緑 （どい みどり）＞ 
東京芸術大学附属音楽高校を経て、東京芸術大学卒業後渡英。マルタ・アルゲリッチ等を育てたマリア・クルチォ女史に3年間師事。英国王立音楽院大学院を成績優秀により1年間で修了、故ダイアナ妃より修了証書を直接授与される。

日本演奏連盟賞受賞。安川加壽子、マリア・クルチォ、藤井一興の各氏に師事。現在、大阪音楽大学准教授、華頂女子高等学校音楽科講師。日本ピアノ教育連盟、日本ワーグナー協会、関西現代音楽交流協会各会員。

【関西現代音楽交流協会について】

関西現代音楽交流協会は現代音楽を志す人達の交流の環を広げ、その活動を活性化することにより音楽文化の普及と発展に寄与することを目的として1986年に設立されました。
主に関西を音楽活動の中心とした者が会員となっており、現在その数は作曲会員・演奏会員合わせて85名です。これまで毎年春・秋に、作品発表と演奏活動の場である演奏会「現代音楽作品の夕べ」を、44回主催してきました。

公式ホーム ページ　http://kmma.web.fc2.com/
【会員募集】

関西現代音楽交流協会では、現在作曲会員・演奏会員を募集しています。入会すると本会が主催する演奏会「現代音楽作品の夕べ」に出品・出展することができます。ご関心のある方は、本演奏会終了後のレセプションにて会員までお問い合わせください。
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